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結合 非分離 分 離 譲歩 仮定 厨的 限界
話者 話の題 一 dろi 一n 一dene 一de φ 一senu 一se 一 ！e 一 tα1α
馬忠山 騙されたラクダ 20 3 4 茎 3 2 1
f
l どちらが年上か 14 6 3 2 1
〃 お婆さんの孫 45 44 8 5 34 1董 1
〃 謎々 5 7 2 2 3
〃 我々の風俗習慣 ll 1 2 8 4 1
〃 自分のことを話そう 34 12 蚕 8 韮6 2








〃 家の上に誰がいるか 11 π
〃 泣いて鴨いて迎える 10 8 5 7
馬謄龍 虎と兎 8 6 H ｛3 1
〃 馬仲英一揆を起こす 52 2 20 万 玉6 8
〃 馬金牙 37 7 7 7 3
〃 唐王李世明と涯曖漸 50 董5 11 23 9
馬蘭花 蛙娘 50 14 2 歪3 嚢 32 叢0
柳森林 獅子と虎 17 圭7 3 1 8 3
聞占螢 コノハズクとフク吋と鳳鳳 17 玉9 7 1 15
馬淑花 二人の息子の嫁 29 7 10 10
馬進忠 角が出た人 3 1 写 5
〃 牛 2 2
馬忠議 ハレイを歌う由来 16 4 2 3 2
To双a一 兄弟 33 19 2 8 3 22 1
eBaの マンガス婆さん 25 26 4 6 28 5
1
インフ 蕪を煮る（老婆の孫） 21 4 26 8 2 27 2
オーマ 薪を探す人 29 24
1 9 6 36 2
ント マチェバ 23 5 12 2 2 16 2 茎
犬と猫 31 1 27 2 8 3 38 9
虎と兎 正3 2 2 2 6
鼠とモグラ 9 2 至 5 4 董
一
蘇菲葉 小さい孫 28 2 至0 11 15 4 33 7
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































音節末子音 寧r ＊｛ 零m 寧n（9） ＊9 寧γ ＊b
語中 動詞以外 r，（φ） r a（9） （khV）
語中 動詞 （mV）捻（9） φ φ φ
語末 動詞以外 r，（φ） 以9） gV gV
語幹末 動詞 （φ） 工V … 一
gV
＊d　＊s
（φ）
　　sV
dV　sV
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言語接触かドリフトか一1嘆皇語の場合一
　岡じように開音節化への変化をしているとはいっても、変化の過程が異なる。両言語は結果的
に漢語の音節構造と類似したものになっているに過ぎない。なお音節構造全体にっいては角道
（2006）を参照されたい。
6．口蓋化
　明らかに漢語の影響であると考えられる事例にっいて一っだけ例を加える。ただし影響を及ぼ
す範囲は言語によって異なっている。漢語の臨夏方雷等では普通話のtl，　diがtgi，d厳に対応し、
康家語、東郷語の固有語にも影響を及ぼしている。保安語大土敦方書の例は佐藤（2004）、康家語
は孫玄開霊編、斯欽朝克圓著（1999）、東郷語は布粕等編（1983）及び阿・舎勒夫、馬国忠、阿
・ 伊擶拉黒麦、陳元龍編著（2000）（括弧で記した語）より引用する。
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　保安語大土敦方言、康家語、東郷語はともに漢語の影響を強く受けている雷語であり、借用語に
は口蓋化子音が現れる。固有語における口蓋化子音の現れ方は東郷語が最も多く、康家語にはわ
ずかに見られるが、保安語大豫方書には騰う」しか見られない。もっともこの語は土族語でも
東溝流e面ee、那龍？ff　t≦idZie－、沙塘川tSid乏ie－、民和tedze・一、民和（Slater）tlejie一のように現れ、
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那龍溝、沙塘Jllでは口蓋化しているし、『保安語詞彙』でもtc2dze一というP蓋化した形式で記
載されているので、漢語の影響とは書えないかもしれない。康家語と東郷語の差は漢語の影響の
強さというよりも、口蓋化を起こす条件を満たしているかどうかに関わっている。つまり、モン
ゴル文語には存在しないti，　diの音連続が生じるかどうか、さらに雷うと、t，　dの直後の前舌母音
が高母音化するかどうかに関わっている。
7．語末鼻音
　言語接触による変化ではなく、ドリフトと考えられる例を一例だけ付け加えることにする。以
下特にRの保存状態について見ていく。東部裕固語では語末のnがよく保存されているのに対し、
土族語互助方言ではoの薩後でのみBに変化している。保安語ではすべてpになっている。そ
の他の言語ではnがいっ保存されいつηに変化するのかを音韻上の用語を用いて規定するのは
非常に困難である（9）。ただし東郷語に関してはnと1は対立しないで前番母音の直後にはnが
現れ、後舌母音の直後にはpが現れるという劉照雄編著（198i）の記述もある。この現れ方は
西北官話における鼻音の現れ方と岡じである。以下に引用した布和の資料ではnとpを書き分
けているが、上述の条件には轟てはまらない。東郷語の鼻音の詳しい状況については角道
（1995：46－50）で述べた。保安語ではpの直前の母音が多くは広い母音に変化している。康家語
では広母音oの直後で鼻音が脱落している。脱落する前の段階はおそらくoという子音だった
であろうと思われる。東部裕固語は保朝魯等編（1985）、土族語互助及び民和1は照那斯圖、李
克郁（1982）、土族語民職2はSlater（2003）及びChen他（2005）、康家語は孫玄開主編、断欽
朝克綱著（1999：278－306）、東郷語は布和等編（1983）より引用する。
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　以上の現象を大まかに見ると、全体としてはn＞p＞ゼロという方向に変化するというドリ
フトがあり、その途中の様々な段階を各言語が留めていると雷える。n＞pの引き金になるのは、
広い母音あるいは後香母音であり、lj＞ゼロの引き金になるのは広い母音である。
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8．まとめ
　ブリヤート方言やオルドス方書を除いた東のモンゴル諸方書が閉音節志向の言語であるのに対
して、河淳語は開音節志向の雷語である。その特徴は語末の短母音の有無にもっとも顕著に現れ
る。一方、河混語を除く多くのモンゴル諸語（諸方言）では第一音節の母音が保存されているの
に対し、河淫語は第一音節の母音を脱落させる方向に変化するという強いドリフトがある。この
違いをアクセントの位置の違いに求める説があるけれども、軽々しくは結論を下せない。オルド
ス方言やカルムイク方言を除く多くのモンゴル諸方言（諸語）に共通の特徴は語幹末のnからp
への変化である。河淫語では東部裕固語だけがこれに抵抗している。海渥語を他のモンゴル諸語
（方書）から区別する特徴の一つはゼm副勤詞の普及である。
　以上論じてきた点を個別的にまとめると次のようになる。語頭子音連続はドリフト、ただし土
族語互助方書は結果的にはチベット語と同じになる。与位格の用法の一部は共通祖語を感じさせ
るものがあるが、決定的な根拠はない。しかしチベット語の影響とは必ずしも書えない。i＞e
はチベット語との書語接触であろうが、その及ぶ範囲は需語（方醤）によって異なる。ゼU副動
詞はドリフトであると考えられる。ただし漢語との接触による影響でその現象が促進された薗は
否定できない。粟郷語と土族語民和方言の反り養音は漢語との書語接触で生じたものであるが、
土族語互助方雷はチベット語との言語接触を考えなければならない。いずれにしても反り舌音が
起こる条件が異なる。音節宋子音の園避はドリフトである。ただし東郷語は結果的には漢語と嗣
じになる。Mangghuer（土族語民和方雷）の場合は音韻分析の仕方と深い関わりがある。語末の
母音は本来◎ff－glideの母音である。　q蓋化はまぎれもなく、漢語臨夏方雷の書語接触によって生
じたものである。語末鼻音の変化はドリフトである。この現象は東部の蒙古語諸方言や達斡爾語
でも広く起こっている。ただし東郷語は結果的には漢語西北宮話と同じになる。
註
（1）Saplrのdriftに関しては原書の外に、泉井久之助の翻訳、平林（1993）、『言語学大辞典』を
　参考にした。
（2）河澆語の語頭子音連続の型にっいて述べたものにQasbaγana（1998）があるが、これは『東部
　撚固語和蒙古語』、『土族語和蒙古語』、『東郷語和蒙古語』、『保安語和蒙古語』などの書物
　　に基づいたものである。語頭子音連続は下位方言でもかなりの違いがある。土族語互助方書
　　に関しては角道（1989，1990，1997，2005）を参照のこと。東郷語2，3，4は語頭の母音が脱落
　　した以外に次の子音も脱落している。
（3）「～を聞く」の用例がほとんど得られないが、土族語民職方言には募位格を取る例が見られ
　　る。しかし次の1例を除いてあとはすべて対格を取る。
　　　　　N至一ge　binbier　n呈飛g罵盤chen董i　kuer　danang，　琿中匡1艮葦rl土族民閥故事』　38（143）
　　　この兵士がこれを　聞いて
（4）Kalsang　Norbu他（2000）はrDo　sbis（道偉）及びReb　gong（同仁）の方書に基づいた記述
　　であるが、チベット文語のag，　eg，　id，　ud，　ln，　un，　ib，　ub，　im，　um，　i’，ぜ，　ir，　ur，　il，　ul，1，　uの主母音
　　に対応する部分に［e］が現れる。チベット文語のiのみならずuも多くの場合アムド方言で
89
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　　［e｝に対応する。堅賛道傑、貢保草（2000）は天祝ゲセルの韻文の部分に現れるチベット語
　　がアムド方雷とはわずかに違うとしている。［e］が現れるのは、文語のid，　ud，　in，　un，　en，　ib，
　　ub，　im，　um，　y，　ut，　ir，　ur，　er，　ll，　lil，　e1，1，　u，　eの主母音の部分である。
（5）照那斯圖（1981：89）は1，2，5，6，7及びモンゴル文語のtejlye－「養う」に対応する形式を示
　　しているが、重師ye一はこの議論とは関係しないので省き、　qonin雛」、　morin「馬」の例を付
　　け加えた。
（6）一ノ瀬が挙げている例をH本語で示すと次のようになる。iがゼロ副動詞である。複合動詞
　　：「帰って｛行かせた」、「降りて1来させた」、動詞の重複形：「恐れに｝恐れて」、「走りに
　　｝走って」、動詞÷補助動詞；（省略）、意味的独立性を有する2動詞の結合：「打ち1殺すj、
　　徒り1疲れる」、多動詞結合（2つあるいは3つ連続して現れる）：「跳び｛起きて｛くる
　　と」、「走り1逃げてiきた」、「跳びi起きて1きた」、複述語をもっ単文（主格が1つしか
　　現れずに2つの述語が現れる場合）、並列：「オオカミも恐れず授戌も恐れず」、「おまえに
　　なにもしないし1おまえの政権を奪いにも来ない」、従属：「打ち殺すと1すぐに」、複文（2
　　っの主格補語にそれぞれ述語がついたコトが結合したもの）：「磐が泣こうが1泣くまいが
　　h。
（7）河渥語の「お茶」はモンゴル文語のealの最後の1の要素に対応するものが存在しないこと
　　から考えて、モンゴル文語の子孫ではなく別に漢語から直接借用したものだと思われる。一
　　般に漢語からの借用語における反り雪音は河渥語でも反り舌音になる。しかし、圃有語もす
　　べて反り舌音化する東郷語を除くと、「お茶」の語頭子音に反り舌音を持っているのは土族
　　語民和方言だけである。
（8）土族語互助方書のleはtGの直前には通常は現れないが、天祝方言にqar－stGe　1444咄て」
　　という形が記録されている。
（9）『中国民和土族民間故事』の範囲で需うと、固有語のnの直前に現れる母音はi，　u，aであり、ng
　　の直前に現れる母音はo，臓aである。漢語借用語のnの直前に現れる母音はa，ia，　ua，　e，　i，　u
　　であり、ngの直前に現れる母音はa，　ia，　ua，　e，　i，　o，　ioである。共に主母音oの直後にはngし
　　か現れない。普通話のnがngになったり、逆にngがnになっているものが約20％ある。
参考文献
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